
スマートけいはんな広域連携構想

■環境にやさしく持続可能な「次世代型スマートシティ」の実現

　未来の「超スマート社会（Society5.0）」を見据えた利便性が高い都市モ

ビリティや安心・快適な生活環境等、スマートシティの実証を進めるととも

に、「ゆとりの生活空間・癒やしの空間」である相楽東部地域まで拡大し、

広域的に次世代型スマートシティの実現を進めます。

【主要な取組】

●新交通システム等、ＭａａＳ(Mobility as a Service)の「レベル４（交通

　サービスの統合が進んだ状態の最高レベル）」の実現

●グレーターけいはんな・相楽東部地域への展開

木津川市 

大阪府 

関西国際空港 

奈良県 

ＭａａＳシティの実現 

• 新産業創出を核とした「ま
ちづくりビジョン」の策定 

• 企業誘致 

 

関西文化学術研究都市 

南田辺・狛田地区 

関西文化学術研究都市 

木津東地区 

精華町 

学研都市×相楽東部の展開により「次世代型スマートシティ」の実現をめざす 

グレーターけいはんな 相楽東部への展開 

豊かな自然を活用したスモール＆スマートな

レジデンスの創出 

ＭａａＳ実証から社会実装に向けた連携 

２０２５年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）の開催に合わせ、科学や文化学術の体験型

イベントを一体的に実施し、暮らしの中で文化・学術・研究の成果を感じられる機会を創出  

学研都市を中心とした

南部地域の鉄道ネット

ワークの充実強化 

• ＭａａＳの取組について、「Communication
（テレビ会議､Web会議）」や「Factory（工
場）」などの分野においても、新たなビジネ
スの創造など、柔軟なスマートシティを推進 

• 触れることのできるクローン文化財の展
示・作製拠点を整備し、アジアの文化財セ
ンターをめざす 

 

• 交通サービスを全て統合し、検索、予約、
決済を一括して行うことができるＭａａＳの
「レベル４」を実現 

• ＡＩやＩｏＴ、ロボット技術（けいはんなロボット
技術センター）を活用し、バスロケーション
システムやＥＶカーシェアの導入など、新た
な交通システムやサービスを展開 

 

 

「ＭａａＳ・α」促進プロジェクト等 

相楽東部地区 

• 宿泊施設、サテライトオフィ
スなどの立地促進 

• ＭａａＳ社会実装に向けた
生活支援モビリティの構築 

 

笠置町 

和束町 

南山城村 

京田辺市 

京大・府大附属農場を活用した

グリーンイノベーションの創出 

• 都市計画変更､早期事業化 


